
・データロガーとしての�

��された����で��された��のデータをリアルタイムにExcelシートに

"#みます。

・()*+への�

Excel-.�/を"り1えながら、�々のデータを シートに"#みます。

4263��で��した - アドレスGP IB

と�じ�を��します。

���からデータの��を� します。

データの��を!"#$します。もう!'ｸﾘｯｸすると、��

を.�します。

データの��を/$します。

「 」#、57となり、ｸﾘｯｸする:にデータを�り�PAUSE

みます。 「スポット��モード」のCDのFHはKLを

MNください。

��VWXを��します。

・ : フリーランサンプル。FREE RUN

・パソコンから : そのj'パソコンがトリガ。

・パネルボタン : 4263パネルのトリガボタンでトリガ。

・opqr :  4263のリアートリガqrからトリガ。

トリガst"uを��します。

フィクスチャのケーブル|さを}�します。

フィクスチャとケーブル|さの~�は、4263Bの

�����のL�をM�にしてください。

����を��します。

DC ON OFFバイアスの / を��します。

アベレージの / を��します。ON OFF

DCバイアスのレベルを��します。

アベレージ�Xを��します。

１�パラメータ��の5�を}�します。

２�パラメータ��の5�を}�します。

１�パラメータの��を��します。

２�パラメータの��を��します。

��レンジを��えます。

データに��" を�¡します。

��"uを}�します。

フィクスチャのオープン£¤を¥います。

フィクスチャのショート£¤を¥います。

データの¨©とªにシートをスクロールします。

¬のデータ��"、��®¯°±のヘッダを�¡します。

データを��む�Xを}�します。µし、「 」ボタンSTOP

でいつでも#¸できます。また、ºも¨©されていないと

きは、65000�と ¾ されます。¨©できる¬¿�Xは、

65000�です。

データを��む"uuÀをÁのÂÃで¨©します。

ここで¨©した"uとÅÆの"uuÀではÇÈのÉ

ÊがËÌします。ºも¨©が�いCDやゼロが¨©

されたCDは、¬Ïでデータを�り�みます。¨©で

きる¬¿"uは、3600Áです。

��#は「ÐÑ」、ポーズ#は「ÓÑ」、

/$#は「ÔÑ」となります。

ExcelシートÙのカーソルをÛÜ・ÙKにÝFし

データ��� ÃÞをß�します。「 」ボタンSTART

をクリックするとカーソルÃÞからKàáへデータ

を��みます。

ãäできるå� 4263B

.�8は、データ:;を<=
しないように、ウィンドウはFG
のようにHI:;となります。

J）Lソフトは、OP:;のQ�はサポートしておりませんが、.�WにXYでOP:;にQ�

しておけば、OPデータの.�は\]です。

LCRメータ「4263B」は、çè éのêëです。アジレントテクノロジー

4263

W32-4263 アジレントテクノロジー

��

LCRメータ

�� �プログラムはExcelÙのアドインとしてFHします。ExcelÙ

から�アドインをðFすると、ExcelシートÙに、このウインドウ

がòわれます。��するパラメータやVWX±の��ôõを

すべて��した÷、「 」ボタンをｸﾘｯｸするとデータの�START

り�みを� します。

Excelシートに��んだデータは、キーボードから¨©したデータと�じ

ように、Excelのåûをüäして、Hý・þÿ・��±を��に¥うことが

できます。 また、��にデータが��まれる�	をExcelのグラフウィザ

ードで��しておけば、データ��とグラフ�がリアルタイムに¥えます。

※�アドインに�FグラフHýåûはありませんので、Excelのグラ

フウィザードをãäしてHýしてください。

スタートすると、��パラメー

タやVWX±の��を�F

�に¥った÷、}�されたサ

ンプリング"uuÀで、}�さ

れたサンプルXのデータを

��みます。��なら��

" も�¡することもがきま

す。

	
��

スポットモードだけ57で、１つ�の���を��します。
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Excelシートへ¨©する"のÂÃを}�します。

コンタクトチェックの5�を}�します。。

コンパレータåûをãäするCDの、チェックをつけます。

コンパレータåûをãäして��をÅ¥すると、���が「Ù��」�Ùになった"、���が

「ÐÑ」��され、「K��」�Kになった"、「ÓÑ」��されます。

オーバロードやノーコンタクト±のエラーがËÌしたCD、データ¨©は、� となります。

スポット.�モードの���

!"±で#��$を�り�えながら��するCDに、このモードをãäします。 「 」ボタンを%にクリックして、その÷「 」ボタンをPAUSE START

クリックすると「スポット��モード」になります。 ���の��が¥われた÷、「 」ボタンのクリック&ちとなります。「 」ボタンをクリックSPOT SPOT

する:にデータがExcelシートに��まれます。この"「 」ボタンをクリックする(わりに「スペース」キーを*しても�+の,-となります。SPOT

µし、「サンプリング・トリガ」が「パネルボタン」または「opqr」になっているときは、「 」ボタンではなく、そのトリガ¨©によりデータの�SPOT

り�みが¥われます。この「スポット��モード」では、「./"u」の には1,2,3...と「3456」が¨©されます。 7えば、#��$を�り

�えながら、8々の#��$の��を¥うCDに:üです。 「スポット��モード」を ;<するためには、「 」ボタンをクリックします。STOP


